
図
案
部
成
績
展
示
会

工
芸
科
図
案
部
は
昭
和
十
四
、
十
五
、
十
六
年
の
三
年
間
、
毎
年
成
績
展
示

会
を
開
い
た
。
そ
の
記
録
は
「
東
京
美
術
学
校
図
案
部
展
記
録
」
と
題
し
て
フ

ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
（
提
供
三
好
二
郎
氏
）
。

昭
和
十
四
年
の
第
一
回
展
は
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
銀
座
三
越
で
開

⑪
 

⑩

岡
田
三
郎
助
の
死
去

黒
田
清
輝
歿
（
大
正
十
三
年
）
後
、
西
洋
画
科
、
次
い
で
油
画
科
の
主
任
を

っ
と
め
た
教
授
岡
田
三
郎
助
は
、
昭
和
十
四
年
九
月
二
十
三
日
に
死
去
し
た
。

彼
は
西
洋
画
科
設
置
と
と
も
に
助
教
授
と
な
り
、
直
ち
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し

て
帰
国
後
教
授
と
な
っ
た
（
明
治
―
――
十
五
年
）
。
以
来
、
図
案
科
、
西
洋
画
科

の
指
端
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
文
展
、
農
展
、
勧
業
博
覧
会
を
は
じ
め
と
す
る

諸
展
痘
会
の
審
査
員
を
歴
任
し
、
昭
和
八
年
に
は
帝
室
技
芸
員
、
帝
国
美
術
院

会
員
に
任
命
さ
れ
、
同
十
二
年
に
は
第
一
回
目
の
文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
る
と

と
も
に
帝
国
芸
術
院
会
員
に
も
任
命
さ
れ
た
。
美
術
界
に
お
け
る
そ
の
輝
か
し

い
経
歴
に
は
ま
さ
に
時
代
の
寵
児
と
い

っ
た
感
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
優
れ
た
作

品
と
人
柄
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
指
禅
し
た
西
洋
画
科
、
油
画
科
と

本
郷
洋
画
研
究
所
を
合
わ
せ
る
と
、
幣
し
い
教
え
子
が
居
り
、
洋
画
の
み
な
ら

ず
工
芸
界
に
お
い
て
も
彼
を
師
と
仰
ぐ
人
々
も
あ
っ
て
、
そ
の
声
望
の
ほ
ど
は

『
画
人
岡
田
三
郎
助
』
（
大
隅
為
三

・
辻
永
編
。
昭
和
十
七
年
、
春
鳥
会
）
に
寄
せ

ら
れ
た
関
係
者
の
追
想
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
含
る
。
岡
田
一―一
郎
助
の

死
去
に
よ
り
藤
島
武
二
が
油
画
科
主
任
と
な
っ
た
。
な
お
、

翌
十
五
年
二
月
十

四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
府
美
術
館
で
遣
作
展
が
開
催
さ
れ
、
大
小
五
百
余
点
が

展
示
さ
れ
た
。

石
山

彰

石

井

輝

夫

岩
本 A 

基
礎
研
究

敏
郎

第
一
回
東
京
美
術
學
校
岡
案
郡
成
績
展
示
會

私
等
は
最
初
の
試
み
と
し
て
吾
校
岡
案
部
生
徒
の
平
常
の
成
績
を
装
表
致

す
事
に
し
ま
し
た
。

従
来
や
っ
て
束
ま
し
た
年
々
の
卒
業
成
紹
の
展
観
は
所
謂
る
卒
業
製
作
の

焚
表
で
あ
り
ま
し
て
大
袈
裟
な
羅
と
極
ま
っ

た
慈
岡
の
下
に
打
ち
こ
ん
だ
仕

事
を
見
せ
る
、

や
4
も
す
れ
ば
展
示
表
現
に
墜
つ
る
の
感
が
あ
っ
て
こ
れ
丈

で
は
闘
案
部
生
徒
の
面
目
を
充
分
に
語
る
も
の
と
は
謂
ひ
に
く
い
慮
が
あ
り

ま
す
。
在
校
生
徒
の
心
の
往
く
ま
A

に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
聯
の
お
ぢ
け
も
な

く
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
そ
の
仕
事
に
は
た
と
へ
破
綻
が
あ
り
こ
な
れ
ぬ
も
の
が

あ
る
に
し
て
も
又

一
面
に
摘
み
採
ら
れ
掬
さ
る
べ
き
妙
慮
が
あ
る
の
だ
と
思

ひ
ま
す
。
こ
4

に
我
々
赦
員
ど
も
は
生
徒
平
生
の
苦
心
と
陶
酔
を
暗
の
中
に

葬
り
さ
る
事
の
惜
し
さ
か
ら
彼
等
一
年
中
の
成
績
か
ら
敷
黙
を
撰
ん
で
一
般

の
批
判
に
委
ね
た
い
と
存
じ
ま
す
。
若
い
學
徒
の
物
足
り
な
さ
や
か
た
く
な

さ
貧
し
さ
の
中
か
ら
彼
等
の
研
究
態
度
に
敷
分
の
見
慮
を
狽
見
し
て
や
っ
て

戴
き
た
い
と
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

昭
和
十
四
年
九
月
十
五
日

東
京
美
術
學
校
岡
案
部
主
任

柏
物
解
憫
組
織

花
解
骸
組
織

鳥
解
慨
組
緑

か
れ
た
。
左
記
は
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
印
刷
物
）
で
あ
る
。

和
田

ニ
造
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